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積雪寒冷地での被災生活を支える北海道型応急仮設住宅

○北海道の応急仮設住宅の供給計画などに反映されることで、被災者が安心・安全に生活できる応急仮設住宅を、災害発生後に迅速に建設する事に貢献します。

共同研究機関（または協力機関）：北海道建設部住宅局住宅課

・大規模災害の発生後、被災者が恒久的な住宅を確保するまで安心・安全に生活できる応急

仮設住宅が必要です。

・北海道が速やかに応急仮設住宅を建設するためには、積雪寒冷地の生活に対応した「北海

道型」仕様の事前確定、被害想定に基づく建設必要戸数を踏まえた供給計画が必要です。

1

「北海道型応急仮設住宅」
を開発

道総研 建築研究本部 北方建築総合研究所

2 施工方法などの改善 3

入居者による室内環境の
改善行動を誘導

問い合わせ：道総研 建築研究本部 北方建築総合研究所 電話：0１６６-６６-４２１１

背 景

2020.12

胆振東部地震における「北海道型応急仮設住宅」

被災３町で２０８戸建設

入居後の支援

調 査仕様決定 施工の技術指導

道総研の取り組み

発災

4 建設必要戸数を事前に推定

結露、水道管凍結の防止

性能･効果の検証（現在も継続中）

北海道の標準仕様に反映 北海道の供給計画へ反映

道の地震被害想定による
全壊･半壊戸数

必要戸数の推定式
市町村の人口規模別の式

床の防湿フィルムの省略など 見える化 ＋ 住まい方マニュアル

室内の結露発生を抑制

新たに採用した仕様

小屋裏第2種換気
24時間換気設備

天井断熱
厚さ200mm

（従来は100mm）

窓（二重）
アルミサッシ単板ガラス
＋樹脂サッシペアガラス

（従来は室内側も単板ガラス）

供給体制の検討（継続中）

過去の災害
の建設実績

断熱性能の確保、施工合理化
全道市町村の

建設必要戸数の推定


